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弊社が主催する研修会に、参加希望の企業・従業員がご参加いただきます

・業種、営利/非営利、民間/公共に関係なく、どのような組織でも導入いただけます。
・職種、職位に関係なく、どなたでもご参加いただけます。

但し、管理者や経営者も参加される場合には、同じ職位の方でグループを組んでご参加いただきます。

・講義（ＣＤＧＭ、デミング経営哲学等）
・グループワーク（講師によるアドバイス、ファシリテーション）
・グループワークでの活動内容の発表
・打ち上げ（最終回のみ）

『統計的思考による経営』日経BP社

吉田耕作または弊社コンサルタント

・５～６人で1グループを構成し、グループ単位で参加
・２グループ以上の参加で開催

【平日昼コース】
・６ヵ月間
・１回/月の頻度で平日

に開催
・１回あたり５～６時間

・弊社問合せ先までメールにてご連絡ください。
・弊社担当者より折り返し連絡いたします。

・研修開始前までに弊社指定口座に振込み。

・ビデオカメラや録音機器は持ち込みを禁止しております
・同業他社の場合は、お断りする場合があります。

・開催初日15日前までキャンセル可。参加費を全額返金。
・やむをえない事情による場合は個別に対応いたします。

【休日昼コース】
・６ヵ月間
・１回/月の頻度で休日

に開催
・１回あたり５～６時間

【平日夜コース】
・６ヵ月間
・２回/月の頻度で平日

に開催
・１回あたり2.5～３時間

東京都内（参加企業の立地により、要相談）

研修方式

対象

実施内容

テキスト

講師

参加人数

期間・時間

費用

申込方法

支払方法

注意事項

キャンセル

会場

ＣＤＧＭラウンドテーブル研修に興味のある方はこちらまでご連絡くだ
さい。 折り返し弊社コンサルタントより連絡を差し上げ、貴社にフィット
したＣＤＧＭラウンドテーブル研修の導入方法をご提案に伺います。

また、実施中のCDGMラウンドテーブル研修の見学や、貴社
での体験版CDGMの実施などのご相談もお受けしております。

貴社に弊社コンサルタントを講師として派遣します

吉田耕作または弊社コンサルタント（１～２名）

・５～６人で１グループを構成
・２グループ以上
※グループ数が多い場合には、開催回数や時間

等について相談させていただく場合があります。

・６ヵ月間
・１回/月の開催（開催日は調整可能）
・１回あたり５～６時間程度（基本的に10:00～17:00

内で調整）

・参加人数、コースにより１人あたりの参加費は変動します。
・参加費には、テキスト代、打ち上げパーティーの費用を含みます。

・弊社営業担当にご連絡いただき、個別に調整
させていただきます。

・実施月の月末に請求書を送付。
・請求翌月末までに指定口座に振込み。

貴社と相談の上で決定します

集合研修方式 企業内研修方式

CDGMラウンドテーブル研修のご案内

研修のお申込み方法

日本の組織を元気にするために、アメリカで
デミング博士の助手を長年務めた吉田耕作
博士の講演やCDGMラウンドテーブル研修を
提供しています。

問合せ先
info@yoshida‐ko.com

(株)吉田耕作経営研究所
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・詳細はお問い合わせください。参加人数等により
個別に調整します。

・会場が首都圏以外の場合は、コンサルタントの会
場までの実費交通費を請求させていただきます。

・打ち上げパーティーの費用は含みません。
・テキスト代は含みません。

弊社で準備を希望される場合にはご連絡くださ
い。実費請求させていただきます。

ＣＤＧＭラウンドテーブル研修

企業競争力の源泉は、

従業員の“ジョイ・オブ・ワーク”（仕事のやりがい）

創造的で成長し続ける小集団活動方式（＝ＣＤＧＭ）を用いた
従業員（ホワイトカラー）参加型の新しい現場力強化研修

近年、色々な職場から組織上の問題を耳にすることが多くあります。

今まで様々な対策が検討・実施されているにも関わらず、むしろ課題
は増えるばかり。 施策や制度が先行し、組織にしっかり根付くような
仕掛けやプロセスが不足しています。

一方で、経営による「事業計画の押し付け」や「安易な成果主義」が
先行し、現場では「助け合わない風潮」が蔓延し、また疲弊しています。

今職場でおきていること

ＣＤＧＭ

Joy of Work

ＣＤＧＭは、「仕事のやりがい（Joy of Work）」とサービスの質と生産性を
高めることを狙いとしています。

ＣＤＧＭの活動を通じて参加者は「仕事の喜び」や「働き甲斐」を経験・実感
し、その結果として、従業員の問題解決能力の向上、職場の協調、組織力を
向上させることができる等の効果が得られると考えています。

サービスの質・
生産性向上

企業競争力
の向上

現場
グループ、従業員

経営
マネジメント

ＣＤＧＭの狙い

ＣＤＧＭ は「自分たちで仕事を変えていく」というボトムアップ・アプローチ
をとります。

従業員が自ら活動テーマを選定し、自ら目標を設定し、自らが考えて行
動します。 それを自分たちなりに経営層・管理者層に発表して、自らが会
社を変えていきます。 このダイナミックなアプローチは、従業員の働く喜び
を実感して働きがいを感じることができます。 さらに、従業員間の信頼感
や従業員と経営層の信頼感を醸成し、協調する風土を生み出します。

一方で、ボトムアップアプローチには、トップマネジメントのコミットメントが
成功の鍵となります。 従業員を信頼し従業員が考えた活動を支援してい
くことが求められます。

ＣＤＧＭのアプローチ

課題が山積みとなっている現在、強いリーダーや強い個だけでは立ち
行かなくなってきています。 現場における真の問題の的確な認識や、
解決策の着実な実施には、現場との意識共有をはかることが非常に
重要です。 これには、現場からのボトムアップ、組織力全体の強化が必
要となります。 現在求められるのは、“組織”と“個”の両方にバランス良
く取り組める新しいマネジメント手法です。

☞ 組織のタコツボ化と個職化が進み、会社全体のパフォーマンス
が下がってしまった。

☞ 誰もが必要と思う改革や、身近な業務の改善などが、思うように
進まない。

☞ 成果主義の導入により、かえって不平や不満が多くなっていて、
決してうまくいっていない。

☞ 若手人材から会社を離れるようになってしまった。

☞ 従業員の活気がなくなってしまった

☞ ホワイトカラーの生産性向上

☞ 従業員のモチベーションアップ
（仕事の喜び・やりがいの実感）

☞ 現場力の強化による企業競争力の向上

従来の小運団活動との違い

従来の小集団活動と違います。 ＣＤＧＭは手法のみならず、その根底に
ある思想も大切だと考えています。

ＣＤＧＭはデミング賞で有名なデミング博士のデミング経営哲学（デミング
14ポイント）を基本にしています。 問題解決手法を学ぶだけにとどまらず、
デミング経営哲学を学ぶ講義の時間も十分にとっています。 問題解決手
法や小集団活動も重要ですが、その根底には経営哲学が無いと一時的な
ものになってしまい本当の組織力にならないと考えているからです。

ＣＤＧＭには以下のような特徴があります。

☞ 従業員満足を重視

☞ 協調を奨励

☞ 順位をつけない

☞ 敗者を作らない

☞ 型にはめない

☞ よい点に注目する

☞ 取り組むテーマは参加者が選定

☞ 基本的に勤務時間内で活動

☞ 組織のあらゆる部門、階層で実施

☞ インプットのバラツキを最大限認める

☞ 失敗は成功と同じ方向
失敗は成功への必要プロセス

☞ 出来具合を評価しない

過去に小集団活動で苦労した会社や従業員の方も、ＣＤＧＭを楽しみな
がら実践されていらっしゃいます。

Ｃｒｅａｔｉｖｅ Ｄｙｎａｍｉｃ Ｇｒｏｕｐ Ｍｅｔｈｏｄ

デミング経営哲学と問題解決手法で組織を元気にする
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ＣＤＧＭラウンドテーブル研修

CDGMラウンドテーブル研修を受講した企業の参考事例は以下に掲載されています。

日経ビジネスオンライン 『統計学者吉田耕作教授の統計学的思考術』 http://business.nikkeibp.co.jp/article/manage/20091008/206656/
2012年10月30日 『 統計学を使って現場を元気にする 』
2012年11月27日 『 障害者支援施設だって頑張っている ～ 統計的分析は現場で役に立つ ～ 』
2013年2月20日 『 小集団活動でボーナス年３回企業に変身 』

「吉田耕作 日経ビジネス」で検索してみてください。

研修概要 ＣＤＧＭの３つの基本理念

ラウンドテーブル

ＣＤＧＭラウンドテーブル研修の実施方式

① 満足した従業員のみが顧客を満足させることが出来る

② 組織の生産性・質の向上の根源は、職場で働く人々である

③ もともと競争的な人々を協調的にすると、組織の生産性は高まる

ＣＤＧＭラウンドテーブル研修のグループワーク活動の発表では、現場の
従業員から経営者まで参加し、各グループの考えや進め方の発表を聞きま
す。 発表グループは、進め方や考え方について、経営者や関係者の協力
を取り付けます。 また、発表に対して参加者が前向きな意見を出し合い、
グループワーク活動をより良いものにしていきます。

研修参加者全員のみならず経営層や管理者層も参加して、立場を超え
て活発に意見交換するこのラウンドテーブル方式を採用しています。

ＣＤＧＭラウンドテーブル研修は、以下の２つの方式で提供しています。
それぞれの企業にフィットした方式で導入できます。

集合研修方式 企業内研修方式

弊社が主催する研修会に、参加希
望の企業・従業員がご参加いただ
きます。

貴社に弊社コンサルタントを講師と
して派遣し、貴社内でＣＤＧＭラウ
ンドテーブル研修を開催します。

☞ 多種多様な業種の企業が参加
するため、異業種や他社から気
付きを得て自社の業務の参考
にすることができます

☞ 少人数・低予算で研修を受講
することが出来ます

☞ 日中に研修時間を取りづらくて
も、就業時間後の時間を利用
して受講できるコースや、休日
のコースもあります

☞ 貴社の人材育成の研修の１つ
として実施するため、計画的か
つ制度的な研修を組み立てる
ことができます

☞ 貴社のご都合に合わせた研修
日程/研修会場の調整が可能
です

☞ 企業内での開催ですので、機
密保持上の問題は生じません

ＣＤＧＭは、デミング経営哲学を基本的な考えとして、以下の３つの
基本理念を大切にしています。

６ヵ月間にわたり、１ヶ月に1回（半日～1日）の頻度で研修会を
開催します。

１回の研修会は、講義＋グループワーク＋発表で構成され、
5～6時間程度です。（最終回は発表のみ）

主な研修内容は以下の通りです。
・デミング経営哲学 （講義）
・問題解決手法ＣＤＧＭ （講義＋実践）
・組織管理の本質的な要素 （講義）
・管理図 （講義）

研修会と研修会の間の１ヶ月の間に、参加グループは自主的に
グループワークを行い、途中経過を次の研修会で発表し、参加者
がアドバイスしたり、意見交換したりします。

グループワークで分からないことがあれば、研修会にて直接
コンサルタントにアドバイスを求めることができます。

～～

講義

グループ
ワーク

グループ
ワーク
発表

１回目 ２～５回目 ６回目

講義

グループ
ワーク

グループ
ワーク
発表

グループ
ワーク

最終発表

１サイクル （約６ヵ月）

研修日

グループ
ワーク

（自主活動）

研修日 研修日

グループ
ワーク

（自主活動）

打ち上げ

ＣＤＧＭラウンドテーブル研修は、実践知識としてのデミング経営哲学の
学習と、問題解決手法のＣＤＧＭの実践（グループワーク）により構成されて
います。 デミング経営哲学をグループワークの実践を通じて体験すること
により、知識を確実に身につけることができ、仕事や生活に
すぐに活用することができます。 基本的に以下のように開催しています。

ＣＤＧＭラウンドテーブル研修の導入事例
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吉田耕作博士のご紹介

ＮＴＴコムウェア株式会社

• 2003年10月よりＣＤＧＭを導入、2009年までの７年間に1,800人を超える社
員が参加。

• 日経マーケット・アクセスの調査によると、顧客のシステム構築力に対する
満足度が、以前はランク外であったが、2008年には業界２位に急上昇。
運用サービス力満足度でも以前は業界平均以下であったが、急上昇し
３位に並ぶ成果を挙げた。

キヤノンビジネスサポート株式会社 （以下CBS)

• ＣＢＳは、キヤノンマーケティングジャパン（キヤノンＭＪ）のグループ会社に
対し共通の業務を集約させて提供するシェアード・サービスの会社。

• 本間香介氏の提案で2010年よりＣＤＧＭの試行を始め、その結果が効果
的であると判断した小野田社長（当時）が全社的な展開を決定した。 実
施3年後までには全社員の97％にあたる700人弱が参加し、予想以上の成
果を挙げた。
その結果が親会社であるキヤノンＭＪに注目され、グループ展開が始まっ
ている。株式会社ＮＴＴデータ

• 2005年後期から始まったＣＤＧＭラウンドテーブルは2012年９月現在14期
が終わり、ますます参加者が増える傾向にある。2012年末まで1,000人弱
の従業員が参加し、目覚ましい成果が出始めている。

• CDGM参加の戸叶チームが、ＮＴＴデータ全世界大会において、世界中から
集まった35チーム中で最高の山下社長特別賞を受賞。

株式会社ナリカ

• 理科の教材を学校に納入する販売会社。従業員80名。

• 1999年よりＣＤＧＭを導入。社長自らラウンドテーブルに参加。日常の業務
よりＣＤＧＭ活動を優先、ラウンドテーブルで決まったことを即実行。

• 過去10年間で数回年３回ボーナスを達成。2011年には３回目のボーナス
が16か月分の給料相当になった。

サカイ産業株式会社

• 炭素繊維、ガラス繊維等を織る産業用織物業。従業員約300名。

• 2007年３月からＣＤＧＭを実践し、2007年度と2008年度に２年連続で
ボーナス年３回を達成。2008年度は特に対前年度比50％の売上増加。

インパック株式会社

• 生花業界に包装機と資材を製造販売。従業員約50名。

• 社長自らＣＤＧＭラウンドテーブルに参加、ＣＤＧＭが非常にうまく機能。

• 過去10年間殆ど毎年、ボーナスを年３回出した。

その他導入企業

(株)日本政策投資銀行、横河電機(株)、日本電気(株)（ＮＥＣ）、コニカ(株)（現コニカミノルタホールディングス(株)）、富士電機(株)、日産自動車(株)、

日本たばこ産業(株)（ＪＴ）、武田薬品工業(株)、花王カスタマーマーケテイング(株)、ボーズ・オートモーティブ(株)、(株)ワークスアプリケーションズ、ＨＯＹＡ(株)、

ＨＯＹＡヘルスケア(株)、ハイファイブ、東邦シートフレーム(株)、障害者支援施設 滝上リハビリセンター、河合製氷冷蔵(株)、あらいフードサービス(株)、

(株)回生薬局、(株)サムソン、(株)ティー・ピー・エス など他多数

ＣＤＧＭラウンドテーブル研修導入企業

カリフォルニア州立大学 名誉教授
ジョイ・オブ・ワーク推進協会 理事長
（株）吉田耕作経営研究所 代表取締役

1975年
ニューヨーク大学でデミング博士、モルゲンシュタ
イン博士に学び博士号（統計学）を取得。
同年よりカリフォルニア州立大学で教鞭をとる。

1986年～1993年
デミング4日間セミナーにてデミング博士のセミナー
助手を務め、全米で「質と生産性と競争力」のコン
サルタントとして政府組織から大企業まで指導。

1999年
日本に帰国し企業の指導をスタート。

2001年～2007年
青山学院大学大学院国際マネジメント研究科
（青山ビジネススクール）教授として、ビジネス
パーソンを指導。

2007年
ジョイ・オブ・ワーク推進協会設立。

経営品質管理で著名なデミング博士の右腕として、米国にて1986年から1993年まで大企業や政府
機関など多くの組織に対し「質と生産性と競争力」に関する指導を実施。 屈指の競争力強化コンサ
ルタントとして1990年代の米国経済復活の基礎づくりに尽力。

その後、バブル経済崩壊後の日本企業の荒廃に危機感を持ち、32年間の米国滞在を終えて1997
年に帰国。 日本では、経営コンサルタントとして大企業のみならず中小企業の職場改善を指導。
多くの企業で職場を明るく活気あるもの（ジョイ・オブ・ワーク）に変革。

米国と日本の両方の小集団活動を見てきた吉田博士が開発した新しい小集団活動であるＣＤＧＭ
は、全体観的経営とジョイ・オブ・ワークの考え方が特徴。組織の大小、業種に関わらず、従業員自ら
職場の問題に向きあい考える機会を提供し、従業員の自発性と問題解決力を向上させることにより、
働きがいと職場の活性化という効果を生み、組織の競争力の強化として表れている。

「統計的思考による経営」 （日経ＢＰ社）

「ジョイ・オブ・ワーク 組織再生のマネジメント」 （日経ＢＰ社）

「国際競争力の再生｣ (日科技連出版)

「直感的統計学」 （日経ＢＰ社）

「Elementary Statistics for Business and Economics」など多数

日経ビジネスオンライン 『統計学者吉田耕作教授の統計学的思考術』 http://business.nikkeibp.co.jp/article/manage/20091008/206656/

→ 「吉田耕作 日経ビジネス」で検索すると閲覧できます。（閲覧には会員登録が必要です）

デミング博士と共に伝説の「デミング4日間セミナー」で講演

全米を熱狂させてアメリカ経済復活の礎を築く
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